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大きな輪で　

　つながろう！

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
所得税法56条

　税は古代ローマ時代にはすでにあったとされ、日本では魏志倭人伝に女王卑弥呼が支配する邪馬台国ですでに税が納めら
れていたと記されています。消費税は1954年（昭和29年）にフランスで第２次世界大戦後の経済立て直し期に世界で初めて
導入された仕組みです。日本では、1988年（昭和63年）自民党竹下内閣によって「高齢化福祉対策」のためとして導入さ
れ、1997年（平成９年）に５％、今回８％に引き上げられ、来年10月には10％に引き上げられようとしています。

今月のキーワード今月のキーワード
消費税

　事業主の配偶者やその親族が事業に従事しても、対価の支払いは必要経費に算入しない。業者婦人の人格
や労働を認めないというものですが、さらに下請けの工賃や小売業者の利回りが低く抑えられる、休業補
償、失業給付、出産・育児休暇、介護休暇もないなど不利益だらけとなっています。諸外国では家族従業員
も従業員と同様に働き分は正規に認められています。

大阪実行委員会
企画

大阪実行委員会
企画

大阪実行委員会
夕食交流会

伊丹or関空

伊丹
or
関空

パワーポイントを使った報告と資料に目を向ける参加者

問題提起をする中山徹さん

　

３
月
15
日
、
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階

大
ホ
ー
ル
で
「
―
大
阪
の
防
災
は
ど

こ
ま
で
す
す
ん
だ
か
―
防
災
ま
ち
づ

く
り
（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
）
研
究
会
報
告

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
67
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
や

自
主
防
災
組
織
や

　

町
会
と
の
連
携
す
す
む

　

町
会
と
の
連
携
す
す
む

　

今
回
の
自
治
体
の
防
災
担
当
者
に

あ
て
た
43
市
町
村
宛
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
懇
談
で
は
、
①
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
作

成
し
て
き
た
岸
和
田
②
町
会
（
約
１

れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
自
治
体
で
の
と
り

く
み
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

震
災
で

震
災
で

　

命
は
守
ら
れ
る
の
か
？

　

命
は
守
ら
れ
る
の
か
？

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
課
題
は
、

①
地
域
の
業
者
に
も
仕
事
が
回
る
よ

う
な
津
波
対
策
事
業
の
推
進
②
専
門

家
の
知
見
か
ら
行
政
責
任
で
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
や
地
下
街
対
策
を
行
う
こ
と

③
下
水
被
害
の
早
期
復
旧
の
た
め
の

対
策
④
災
害
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な

い
無
認
可
保
育
園
で
の
保
育
の
問
題

⑤
自
家
発
電
や
薬
品
の
備
蓄
や
食
糧

備
蓄
が
不
十
分
な
医
療
現
場
で
の
対

策
な
ど
で
す
。

高
度
成
長
期
の

高
度
成
長
期
の

　

ま
ち
づ
く
り
か
ら
の
転
換
を

　

ま
ち
づ
く
り
か
ら
の
転
換
を

　

研
究
会
代
表
の
中
山
徹
さ
ん
（
奈

良
女
子
大
学
教
授
）が
、「
高
度
成
長

期
は
、
高
層
ビ
ル
を
建
設
し
地
下
街

も
ど
ん
ど
ん
と
広
げ
て
き
た
。
し
か

し
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
今
後

は
、
自
然
を
取
り
も
ど
し
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
」
と
問
題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。

０
０
町
会
）
役
員
に
要
援
護
者
対
策

を
依
頼
し
て
40
％
の
支
援
者
を
確
定

し
た
貝
塚
③
町
会
ご
と
の
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
と
そ
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
を
し
て
き
た
泉
佐
野

④
子
ど
も
た
ち
の
防
災
教
育
に
も
支

援
し
て
小
学
校
区
単
位
で
の
防
災
意

識
を
高
め
よ
う
と
す
る
堺
な
ど
、
そ

　

憲
法
解
釈
を
勝
手
に
変
え
て
、

日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
変
え

る
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
法

律
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
安
倍
内

閣
。
こ
の
「
暴
走
」
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
よ
う
と
、
大
阪
憲
法
会
議

・
共
同
セ
ン
タ
ー
が
３
月
26
日
に

「
春
の
憲
法
学
習
講
座
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

日
本
社
会
を
お
お
う

「
３
つ
の
異
常
」

　

「
改
憲
へ
の
政
治
の
暴
走
と
新

し
い
社
会
づ
く
り
の
課
題
」
と
題

し
て
講
演
し
た
石
川
康
宏
さ
ん

（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）
は
、

今
の
政
治
に
つ
い
て
、
自
民
党
政

治
の
暴
走
に
よ
り
国
民
が
「
反
自

民
政
治
」
を
模
索
し
て
い
る
こ

と
、
靖
国
・
慰
安
婦
問
題
等
の
歴

史
認
識
で
の
国
際
孤
立
と
い
っ
た

特
徴
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
根
本
に

日
本
社
会
の
①
財
界
中
心
②
ア
メ

リ
カ
中
心
③
侵
略
戦
争
の
正
当
化

の
「
３
つ
の
異
常
」
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
３
つ
の
異
常
」
が

深
ま
る
中
で
、
国
内
外
で
共
存
が

で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、

そ
の
理
由
と
し
て
財
界
や
ア
メ
リ

カ
に
と
っ
て
も
危
険
な
安
倍
流

「
保
守
主
義
」
の
行
き
詰
ま
り
を

あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
社

会
の
革
新
に
向
け
て
学
習
し
、
憲

法
を
指
針
に
し
た
新
し
い
政
治
を

求
め
よ
う
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
３
月　

　

15
日

大阪の防災は
どこまですすんだか
自然をとりもどし 地域との

つながり重視するコミュニティーを

　青い海、空など魅力いっぱいの沖縄 !!
でも、沖縄はそれだけじゃありません。
　普段の旅行と違い、全国の青年が沖縄
に集まり、見て聞いて感じる集会です。
　いきいきと働き、誇りを持って仕事を
するためにも、多くに仲間と出会い、学
び交流しましょう。

①アクティブコース（5,400円）　定員40名
②やどかり島カヤックツアー（7,560円）　定員20名
③体験ボートダイビング（9,000円）　定員20名
④清流トレッキングと滝つぼ遊び（4,500円）　定員20名
⑤美ら海水族館（18,000円、団体1,440円）　定員20名
⑥マーメイドツアー（7,560円）　定員24名
⑦むら咲むら（入場料500円＋体験代）　定員16名

①渡嘉敷島（船代）
②美ら海水族館（入場料）

③むら咲むら（入場料＋体験代）
④自由行動

　当選した橋下氏の得票は、前回市長選から半
減。投票率は史上最低、無効票は最多の６万7506
票（13.53％）を記録。メディアも「民意動かず
維新危機」と報じました。
　「出直し」選挙は、「大阪都構想」が行き詰ま
る中、橋下氏が一方的に議論を打ち切り、「民意
を得る」として、６億円をかけて強行。結果は橋
下氏自身も「都構想について信任を得たと堂々と
言えない」と述べています。しかし、住民投票の
実施は主張。大阪市をよくする会と明るい民主大
阪府政をつくる会は３月24日、両事務局長連名で
声明を発表。「大阪都構想がいかに民意とかけ離
れたものであるかを改めて示した。この結果に照
らして、橋下氏と維新の会は、都構想をきっぱり
と諦めるべき」と強調しています。

おきプロNEXT

過去最低投票率（23.59％）の市長選
なのに「住民投票」を主張する橋下市長

2014年 春の憲法学習講座
大阪憲法会議・共同センター

学習を「力」に憲法９条を守ろう！

〝維新政治アカン〟の声をさらに広げよう

講
座
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た

（
大
阪
府
教
育
会
館
）　　
　
　
　
　
　
　

「
大
阪
都
は
い
ら
な
い
」が
民
意

「
大
阪
都
は
い
ら
な
い
」が
民
意

楽しむ大阪
独自企画

参加費 最終申込締切

問い合わせ

未来を拓く新たなステージへ ６月13日（金）～15日（日）

６月13日（金）７コース

６月15日（日）４コース29,000円 ４月25日(金) 19:00

大阪自治労連 TEL06（6354）7201

(大阪実行委員会価格)

出直し


